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愛
す
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人
材
を
育
て
る
」

■
自
己
紹
介

　

平
成
二
十
一
年
に
先
代
の
理
事
長
が

若
く
し
て
亡
く
な
り
、
現
場
の
手
伝
い

し
か
経
験
の
な
い
私
が
会
社
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
と
か
会
社

を
繋
い
で
存
続
さ
せ
た
い
、
と
気
が
付

け
ば
十
五
年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
産
業
と
し
て
、
森
林
整
備
、

素
材
生
産
、
製
材
、
木
材
加
工
と
山
と

共
に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
森
林
を
育

て
て
生
か
す
仕
事「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
全
て
の
工
程
に
携

わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

我
が
社
は
、
平
成
七
年
に
県
下
で
初

め
て
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
て

「
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
」
を
取
り
入

れ
、
素
材
生
産
量
は
画
期
的
に
向
上
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
岐
阜
県
は
急
峻
で

尾
根
や
谷
が
入
り
組
ん
だ
地
形
が
多
い

た
め
、
最
近
で
は
「
架
線
系
の
作
業
シ

ス
テ
ム
」
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
架
線
集
材
に
は
特
殊
な
技
術
が
必

要
な
た
め
、
若
い
技
術
者
が
日
々
研
修

休
み
に
は
、
近
く
の
子
供
た
ち
に
製
材

で
生
じ
た
端
材
を
無
料
で
提
供
し
、
木

工
作
品
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
私
た

ち
の
故
郷
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を

守
り
、
地
元
で
生
き
ぬ
き
、
林
業
を
次

世
代
に
繋
い
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

今
後
も
山
を
愛
す
る
人
材
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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岐
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を
重
ね
て
技
術
を
習
得
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
必
ず
架
線
に

よ
る
集
材
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

森
林
技
術
者
の
育
成
、
確
保
は
長
年

の
重
要
課
題
で
す
が
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
、
国
の「
緑
の
雇
用
」事

業
に
は
い
ち
早
く
手
を
挙
げ
て
、
第
一

期
生
か
ら
現
在
ま
で
多
く
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
、
現
在
働
い
て
い
る
十
一
人

の
林
業
従
事
者
は
全
員
が
緑
の
雇
用
の

研
修
生
で
す
。
他
に
も
、
毎
年
岐
阜
県

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
さ
ん
や

地
元
高
校
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

受
け
入
れ
、
多
く
の
学
生
に
林
業
を
体

験
し
、
将
来
地
元
の
山
を
守
っ
て
く
れ

る
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
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